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新宅研究室
最先端のシミュレーション技術を用いたき裂進展解析手法の開発、
実験との比較による破壊メカニズムの解明と、それらを適用した実構造物の評価
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原子炉圧力容器下部

原子炉圧力容器下部の溶接部におけるき裂の進展挙動を予測

5年後

初期き裂

溶接部

原子炉や橋梁などの実際の構造物への適用

地震時の繰り返し載荷
によって疲労損傷した
鋼製橋脚の耐久性評価
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延性破壊による三次元的に複雑な破壊形態を再現
破壊力学に基づいて損傷構成則を新たに定式化し、
板厚中央部の平坦破壊と表面部の傾斜破壊による
延性き裂の三次元形状を再現した
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き裂進展後

複合材料中の繊維間を進展するき裂への応用

水素の化学作用による材料劣化を伴う多結晶体内のき裂進展

公称ひずみ

公
称
応
力

[M
Pa

]

3200s

時間経過とともに
強度が低下
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